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2016-2017 年度 関東東部クラブ役員・部役員一覧及び第 2 回評議会参加者リスト(1)

クラブ名 役 職 名 前 評議会 懇親会 兼任 及び 前職

- 川越 東日本区理事 利根川恵子 ○ ○

1 茨城 関東東部部長 片山 啓 ○ ○ 直前会長

2 東京江東 関東東部直前部長 鈴木 雅博 × ×

3 千葉 関東東部次期部長 長尾 昌男 ○ ○ 直前ク会計

4 茨城 関東東部書記 稲本 修一 × ×

5 茨城 関東東部会計 井上 恒久 ○ ○ 直前ク会計

6 東京北 地域奉仕事業主査 村杉 克己 ○ ○ 直前ク書記

7 東京グリーン 会員増強事業主査 柿沼 敬喜 ○ ○ 直前ク会計

8 茨城 国際・交流事業主査 柳瀬久美子 ○ ○ 直前ク書記

9 千葉 ユース事業主査 青木 一芳 ○ ○ 直前ク書記

10 東京江東 メネット事業主査 島田 京子 ○ ×

11 東京江東 会長 相川 達男 ○ ○ 直前区地域奉仕事業主任

12 副会長 小松 重雄 ○ ○ 直前部書記

13 副会長 酒向 裕司 未定 未定 直前部会計

14 書記 本間 剛 × ×

15 会計 駿河 優子 × ×

16 千葉 会長 長尾 昌男 重複 重複 次期部長

17 副会長 三村 澄江 × ×

18 書記 青木 清子 ○ × 直前会長

19 会計 徳永 浩一 × ×

- 古屋 朝則 ○ ○ 次期クラブ役員候補

20 東京グリーン 会長 浅見 隆夫 ○ ○

21 副会長 西澤 紘一 ○ ○ 直前副会長

22 書記 目黒 卓 ○ ×

23 会計 平林 正子 ○ ○

24 埼玉 会長 上松 寛茂 ○ ○ 直前副会長

25 副会長 衣笠 輝夫 ○ ○ 直前会長

26 書記 水無瀬隆造 ○ × 直前ク書記

27 会計 小林 道明 × × 直前ク会計

28 東京北 会長 辰馬 行男 〇 〇 直前副会長

29 副会長 村杉 克己 重複 重複 地域奉仕事業主査

30 書記 村杉 克己 重複 重複 地域奉仕事業主査

31 書記 金 秀男 × × 直前ク書記

32 会計 磯部 成文 × × 直前会長

33 所沢 会長 栗原 成晃 〇 × 直前副会長

34 副会長 大澤 和子 〇 〇 直前会長

35 書記 東 裕二 〇 〇

36 会計 小関 京子 × × 直前ク会計

37 東京ひがし 会長 鮎澤 正和 ○ ○ 直前会長

38 副会長 須田 哲史 × × 直前副会長

39 書記 金丸 満雄 ○ ○ 直前会員事業主査

40 会計 野本多美子 × × 直前ク会計
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2016-2017 年度 関東東部クラブ役員・部役員一覧及び第 2 回評議会参加者リスト(2)

クラブ名 役 職 名 前 評議会 懇親会 兼任 及び 前職

41 川越 会長 吉野勝三郎 × × 直前会長

42 副会長 林 京二 × × 直前副会長

43 副会長 松川 厚子 ○ ○ 直前副会長

44 副会長 牛村 永代 × ×

45 書記 森下千恵子 × × 直前国際・交流事業主査

46 会計 山崎 純子 ○ ×

47 茨城 会長 稲本 修一 重複 重複 関東東部書記

48 副会長 柴川 林也 × × 直前副会長

49 副会長 柳瀬久美子 重複 重複 国際・交流事業主査

50 書記 村田 淳 × ×

51 書記 金子 和雄 × ×

52 会計 中村 正 × ×

53 会計 井上 恒久 重複 重複 関東東部会計

54 担当主事 和田 賢一 ○ ○

55 担当主事補佐 大澤 篤人 × ×

56 東京ﾍﾞｲｻｲﾄﾞ 会長 峯岸 友彦 ○ ○ 直前副会長

57 副会長 藤原 宏隆 × ×

58 書記 安齋 一徳 × ×

59 書記 村田 拓彦 × ×

60 書記 中道 幸子 × × 直前ク書記

61 会計 岡田 光功 × × 直前ク会計

62 広報 佐竹 誠 × × 直前ク書記

63 担当主事 堀江 和広 × ×

参加者合計 30 24
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2016-2017 年度

関東東部 第 2 回評議会 次第

日時：2016 年 11 月 19 日（土）13:30～16:45

場所：東京 YMCA 東陽町センター「視聴覚室」

13:00 登録受付開始 受付 関東東部会計 井上 恒久

13:30 開会 司会 関東東部会計 井上 恒久

開会点鐘 関東東部部長 片山 啓

開会祈祷 関東東部会計 井上 恒久

ワイズソング 全 員

ワイズの信条 全 員

開会挨拶 関東東部部長 片山 啓

理事挨拶 東日本区理事 利根川恵子

出席者紹介 関東東部書記 井上 恒久

14:00 部長報告 関東東部部長 片山 啓

各事業主査活動報告 各事業主査

各クラブ会長活動報告 各クラブ会長

クラブの事務手続きと今後の予定 関東東部部長 片山 啓

休 憩

15:30 議事 司会 関東東部会計 井上 恒久

議長 関東東部部長 片山 啓

提出協議案・議案審議

議事終了

16:30 連絡事項 関東東部会計 井上 恒久

YMCA の歌 全 員

16:45 閉会点鐘 関東東部部長 片山 啓

記念撮影

17:00 懇親会
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ワイズソング「いざ立て」

いざ立て 心あつくし

手を挙げ 誓いあらたに

われらの モットー守る

ふさわし その名ワイズメン

絶えせず めあて望み

この身を 捧げ尽くさん

歌えば 心ひとつに

ともがき ひろがりゆきて

遠きも 近きも皆

捧げて 立つやワイズメン

栄えと 誉れ豊か

まことは 胸にあふれん

ワイズの信条

一. 自分を愛するように、隣人を愛そう

一. 青少年のためにＹＭＣＡにつくそう

一. 世界的視野をもって、国際親善をはかろう

一. 義務をはたしてこそ、権利が生ずることをさとろう

一. 会合には出席第一、社会には奉仕第一を旨としよう

ＹＭＣＡの歌

若人の あつき祈りは 百年の歴史をつづる

とこしえの 望みにもえて 栄えあり

ＹＭＣＡ われらまた こぞりて起たん

開拓の み旨かしこみ 福音のみ旗は進む

地の果ての 国々までも 光あり

ＹＭＣＡ われらまた 勇みて行かん

民族の へだて取り去り 手をつなぎ一つとなりぬ

もろともに 心合わせて 実りあり

ＹＭＣＡ われらまた 誓いて勝たん
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関東東部役員一覧

関東東部クラブ役員一覧

2016-2017 年度

関東東部役員・クラブ役員名簿

役 職 名 前 クラブ名

部長 片山 啓 茨 城

直前部長 鈴木 雅博 東京江東

次期部長 長尾 昌男 千 葉

書記 稲本 修一 茨 城

会計 井上 恒久 茨 城

地域奉仕事業主査 村杉 克己 東京北

会員増強事業主査 柿沼 敬喜 東京グリーン

国際・交流事業主査 柳瀬久美子 茨 城

ユース事業主査 青木 一芳 千 葉

メネット事業主査 島田 京子 東京江東

クラブ名 会 長 副会長 書 記 会計(広報)

東京江東 相川 達男
小松 重雄

酒向 裕司
本間 剛 駿河 優子

千 葉 長尾 昌男 三村 澄江 青木 清子 徳永 浩一

東京グリーン 浅見 隆夫 西澤 紘一 目黒 卓 平林 正子

埼 玉 上松 寛茂 衣笠 輝夫 水無瀬隆造 小林 道明

東京北 辰馬 行男 村杉克己
村杉克己

金 秀男
磯部成文

所 沢 栗原 成晃 大澤 和子 東 裕二 小関 京子

東京ひがし 鮎澤 正和 須田 哲史 金丸 満雄 野本多美子

川 越 吉野勝三郎

林 京三

松川 厚子

牛村 永代

森下千恵子 山崎 純子

茨 城 稲本 修一
柴川 林也

柳瀬久美子

村田 淳

金子 和雄

中村 正

井上 恒久

東京ベイサイド 峯岸 友彦 藤原 宏隆

安齋 一徳

村田 拓彦

中道 幸子

岡田 光功

(佐竹 誠)
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2016～2017 年度 活動主題

国際会長 Joan Wilson （カナダ）
主題 “Our Future Begins Today”

「私たちの未来は、今日から始まる」

スローガン

“Together We Can Do So Much Mor”

「手を取り合えば、もっと多くのことができる」

アジア地域会長 Tung Ming Hsiao （台湾）
主題 “ Respect Y’s Movement ”

「ワイズ運動を尊重しよう」

スローガン

“ Solidify Y’ Men Family for Better World ”

「よりよい世界のために、ワイズメン・ファミリーの絆を強めよう」

東日本区理事 利根川 恵子(川越)

理事主題：「明日に向かって、今日動こう」

(For the Future, Act Today!)

スローガン：「手を取り合って、今、行動！」

(Together, Let’s Roll Now!)

関東東部部長 片山 啓（茨城）

主題 「組み合わされ、結び合わされて、

造り上げられてゆく」
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2016～2017 年度 関東東部 部長方針

関東東部 部長 片山 啓（茨城）

１．部長主題 「組み合わされ、結び合わされて、造り上げられてゆく」

２．活動方針

クラブ間の協力体制を確立し、クラブ間の連携と協働を進め、クラブの活性化と成長を図る

と共に、各クラブと関東東部の連携も深め、関東東部全体の発展を目指す。

同時に YMCA との協力関係を見直し、具体的な協力関係強化に向けた施策の検討と連携強化

に努める。そして、これらを 20 周年記念部会に組み込み、実施する。

以上の活動方針を理事方針の重点 4 項目と共に実行し、関東東部として理事を積極的に支え

る。

３．理事方針の重点目標から見た私たちの目標

（１）クラブ拡張と会員増強

・会員数 1,000 名突破を目指そう

－＞現在 950 名なので、関東東部は 15 名以上の純増を目指す。

・新しいクラブを少なくとも２クラブ作ろう

－＞今年度は難しいが中長期的な視点で検討を進める。

・各クラブは退会者ゼロ、純増２名を目指そう

－＞各クラブへの負担が大きいので、1 項目目の部の目標を優先して実施する。

（２）部の強化・活性化

・役員（部長、書記、会計、各事業主査）の働きを強めるため、部内の研修を充実しよう

－＞部と各クラブ、及び各クラブ間の連携・連動の強化を進める。

具体的には、部長訪問や記念部会の活用、及びＨＰの有効活用やメーリングリスト

の作成し活用する。

・部長選出方法を見直そう

－＞既に改定済みである。スムーズな移行を実施する。

・部長公式訪問、部会の充実を図ろう

－＞公式訪問は、各主査と連携して挨拶だけではなく、部会へのＰＲと理解、話し合い

の時間を頂いて各クラブの課題や要望などを聞く時間をもつ。

部会前の 8 月～9 月で全てのクラブを回り目標に沿った活動を推進する。

部会は、20 周年記念部会として特別プログラムを組み充実した会を成功させる。

（３）ＹＭＣＡとの協働の強化

・ワイズメンのＹＭＣＡ会員率 100％を目指そう

－＞各クラブで推進して頂き、評議会と年度末に状況報告をして頂く。

・ＹＭＣＡと「協力関係の原則」を結ぶなど、相互の協力関係を確認しよう

－＞各クラブで相互協力について検討をして頂き、評議会で報告をして頂く。

また、部会においても、YMCA の課題や今後の展望について共有し、今後の協力体

制のあり方を模索する。

（４）スリムな区の運営

・部の強化・活性化と財政状況改善のため、区運営の 3S（Simple Slim Speed）を促進しよう

－＞部の強化・活性化は上記の方策を実施することで可能だと判断できる。関東東部の

財政状況は健全であるが、部費の有効活用を考える。

・部、クラブでも、3S（Simple Slim Speed）の観点から運営を見直そう

－＞部としては、各クラブとの連携の強化が３S に繋がると考えている。各クラブでも

３S の観点から目標を立てて頂く。
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2016～2017 年度 関東東部 部長活動報告

関東東部 部長 片山 啓（茨城）

○部長公式訪問
第 1 回目の部長公式訪問を、全てのクラブに対して以下の工程で部会前に実施し、区と

部及び各事業の活動方針と記念部会について説明を行い部員の理解を深めた。主査が欠席
の事業については、事業の主査の代わりに説明を行った。

○他の部の部会への参加
他の部との交流と理解、さらに関東東部の部会への参考とするため、以下の部会に参加

をした。尚、湘南・沖縄部、東新部、あずさ部の各部会については海外出張期間と重なっ
たことから残念ながら参加を見送らせて頂いた。

・北海道部会（十勝、8/27）、北東部部会（盛岡、9/17）、富士山部部会（富士、9/25）

○20 周年記念部会の開催
10/15（土）につくば国際会議場と筑波グランド東雲にて、71 名の参加者により関東東

部の 20 周年記念部会を実施した。主題は、20 年を考える Past, Today, Future、副題に
「ワイズのこれまでの 20 年間を振り返り、今を見極め、これからの 20 年を YMCA と共
に考えよう」とし、理事の重点目標である“YMCA との協働の強化”と部の活動方針を意
識し、前年度から準備委員会を立ち上げ準備を進めてきた。
講師には、元 APAY 総主事の山田公平さんによる「若者たちの未来とワイズメン」、およ

び日本 YMCA 同盟国内協力部主任主事補佐の有田征彦さんにより「ブランドコンセプト発
表」について講演をして頂いた。その後、クラブ間での合同例会を兼ねた分団を行い、建
設的な協議の時間を持つことができた。また、懇親会でも、各クラブからの発表の時間を
持ち、バンドのコンサートにはワイズソングを入れて参加者と歌い、最後は、各クラブに
部から 20 周年記念品を配布し、無事、終えることができ感謝であった。

○ENC 委員会の開催
第 1 回目の EMC 委員会を 9/3（土）に柿沼敬喜会員増強事業主査の主導により、東陽町

センターにて 8 クラブの代表を集め行われた。多くの実りある議論が行われ、2 回目の実
施を 11/19（土）の第二回評議会前に行うことを確認した。今年度は 3 回の実施を予定。

○クラブ間、並びに部と各クラブ間の連携強化の推進
今年度の活動方針のクラブ間並びに部とクラブ間の連携強化として、以下の方策を実施

・部会での合同例会、部長公式訪問の充実
・関東部版のワイズドットコム（K_yscom）の準備（第 2 回の評議会で承認後実施予定）
・関東東東部の HP の修正（各クラブの紹介ページやクラブ予定カレンダーを増設等）

クラブ名 訪問日 時間 会 場 片山 村杉 柿沼 柳瀬 青木 島田

東京江東 9/15(木） 19時 江東ＹＭＣＡ ○ 〇 × × ×

千葉 8/20(土） 18時 千葉ＹＭＣＡ ○ 〇 × ○ ×

東京グリーン 7/20(水） 18時30分 和泉橋区民会館 ○ 〇 × ○ ×

埼玉 8/22(月） 18時 浦和区小峰ビル ○ × ○ ○ ×

東京北 8/17(水） 18時30分 神谷バー ○ × ○ ○ ×

所沢 9/10(土） 16時 所沢センター ○ × ○ × ×

東京ひがし 8/6(土） 16時 今井商店イ―ズ ○ 〇 ○ × ×

川越 7/30(土） 16時 川越センター ○ 〇 × ○ ×

茨城 8/26(金) 19時 茨城ＹＭＣＡ ○ × ○ ○ ×

東京ベイサイド 9/24(土） 10時 しののめこども園 ○ × ○ ○ ×

入
院
の
為
欠
席
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2016-2017 年度地域奉仕事業活動報告

地域奉仕事業主査 村杉克己(東京北)

１. 地域奉仕事業主査主題

「ＥＭＣに繋がる地域奉仕活動の展開を」

2. 期の目標に対する活動状況

＊「EMC に繋がる地域奉仕活動」の展開

3. 主査の活動における問題点と対策

＊各クラブメンバーは各 YMCA の会員となる

４. クラブや部に対する要望等

＊CS 事業資金の効果的申請を。

・東京ベイサイドクラブ～新規事業「ゴミラン」に支援。

5. 今後の活動予定等の PR
＊2016－2016 東日本区「みんなの CS 写真コンテスト」の推進。

（＊別紙 PR 第１報を参照）

（私事で体調を崩し十分な働きが出来なかったことをお詫びいたします）
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2016-2017 年度会員増強事業活動報告

会員増強事業主査 柿沼敬喜（東京グリーン）

1 主題

「一期一会を大切にして、ワイズの輪を広げよう」

2 今期の目標に対する活動状況
① Ｅ（クラブ拡張）

第 1 回ＥＭＣ事業合同委員会を 9/3 に開催し、各クラブから新クラブ設立に「推

奨したい地区」として、8 地区の候補地が提案された。今後、第 2回ＥＭＣ合同委

員会を開催し候補地区の絞り込みを行う。

② Ｍ（会員増強）：会員異動：増 1名，減 1 名（10 月末現在）

各クラブより発表された今期実施計画を基に課題のグルーピング化をした。今後、

重要度、緊急度、実現度を考慮して、部とクラブが一体となって取り込むべき課題の

絞り込みを行う。

③ Ｃ（維持啓発）：

②と同様グルーピング化をした。今後、取り込むべき課題の絞り込みを行う。

3 主査の活動における問題点と対策
新クラブ設立をしたい地区への活動展開への手立て策を模索中。

↓

会員の皆様からの候補地区の知人、友人、法人、グループ等の紹介をお願いしたい。

4 クラブや部に対する要望等
（クラブ）

会員異動報告書提出の際は、必ずその理由のメモ書きを添付して下さい。

（部）

クラブによっては、例会にＹＭＣＡの担当主事の出席率が悪い状況が見受けられる

ので 、各拠点のＹＭＣＡ宛に「担当主事の例会への出席」への理解を得て貰いたい。

5 今後の活動予定等の PR
① 「インビテーションキャンペーン」のご案内

実施期間：2016 年 12 月～2017 年 3 月

対象行事：例会、親睦、ワイズの各事業，ＹＭＣＡの行事

目 標：会員数の 2 割

② 第 3 回関東東部ＥＭＣ合同委員会を開催（4 月上旬）予定。
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2016-2017 年度 国際・交流事業活動報告

国際・交流事業主査 柳瀬久美子（茨城）

１．主題

「未来を見つめて、今行動し、飛躍、そして楽しもう」

2. 今期の目標に対する活動状況

下記の部長訪問に同行し RBM,BF の PR をした。

8 月 6 日 東京ひがしクラブ

8月 17 日 東京北クラブ

9月 10 日 所沢クラブ

9月 15 日 東京江東クラブ

9月 24 日 東京ベイサイドクラブ

① 第一回評議会にて、太田主任からの『使用済み切手収集の諸注意』を各クラブ会長に配布

した。

② 関東東部 20 周年記念例会において、太田主任からの『2016 年～2017 年度 TOF 献金の使わ

れ方』を配布した。

③ 東京ベイサイトクラブからの依頼で RBM の蚊帳を送った。

④ 第二回評議会に、収集済み小切手の持参を各クラブ会長に依頼した。

３. 主査の活動における問題点と対策
10 月の理事通信に（2016 年度～2017 年度 TOF 献金の使われ方）と題して掲載され、TOF 献

金が世界のどこで苦しむ人々を支援しているかを明記されたことは、国際・交流事業の TOF

献金の意義が十分に理解されたので、BF,RBM 等の献金の意義、用途、状況をも詳細にアピー

ルし理解を得れば献金目標が達成されるのではないか。

IBC/DBC 交流については、国際大会、他の部会、クラブ例会に積極的に参加し、各クラブの

ブリテンのチェックをしなければ情報を得ることは困難である。

4 クラブや部に対する要望等
国際・交流事業の各種献金の意義、用途、成果を理解されて、献金目標額を達成してほし

い。千葉クラブと大阪高槻クラブの DBC 締結が順調に成功するように。

5 今後の活動予定等の PR

部長訪問に同行できなかったクラブへの訪問を実現したい。
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2016-2017 年度 ユース事業活動報告

ユース事業主査 青木一芳（千葉）

1. 部ユース事業計画

関東東部の各クラブは、2016-2017 年度の例会のうち少なくとも 1 回はテーマをユース事業に

当てる。内容は各クラブでユース事業委員長を中心にして協議・決定する。

その例会には部ユース事業主査に参加を要請する。

内容の例 ・国際ユースコンボケーション(8 月台北で)参加者の報告（卓話）

・ユースボランティアリーダーズフォーラム(下記)参加者の報告（卓話）

・全リー研など YMCA のリーダー研修会参加者の報告（卓話）

・キャンプリーダーのキャンプ参加の体験談（卓話）

・ユース事業主任または主査を招いてのユース事業についての卓話

2. 今期の目標に対する活動状況
① 部のユース事業計画 各クラブが「ユース例会」を開催しユース事業理解を図る。

クラブ ユース例会開催日 ユース例会内容

東京江東 11 月 17 日（木）

リーダーズフォーラム報告＋リーダー理解者増強 済み

千葉 10 月 8 日（土） リーダーズフォーラム報告 済み

東京グリーン 11 月 16 日（水） ユース事業理解の卓話(浅羽氏ほか) 済み

埼玉 11 月 28 日（月） リーダーズフォーラム報告

東京北 3月 15 日（水） 清泉ＹＭＣＡ報告

所沢 1月 14 日（土） 新成人リーダーを祝う会

東京ひがし 11 月 10 日（木）

所沢クラブ｢夢ハウス食堂｣(子ども食堂)への取り組み 済み

川越 12 月 17 日（土） クリスマスをリーダーと共に祝う

茨城 10 月 7 日（金） 国際ユースコンボケーション参加報告 済み

東京ベイサイド 11 月 26 日(土) 13 時 ユース事業理解の卓話(衣笠氏ほか)

② 区のユース事業への協力

国際ユースコンボケーションへのユース推薦(派遣) 茨城クラブ・埼玉クラブ各 1 名

ユースボランティアリーダーズフォーラムへのユース推薦 江東･千葉･埼玉(浦和)･所沢

オープンフォーラムＹへのユース推薦 2017 年 5 月 14 日(日)予定

アジア太平洋エリアユースコンボケーションへのユース推薦 2017 年 7 月 19－23 日予定

ＳＴＥＰ(ユース短期交流プログラム)派遣ユースの募集

3. 主査の活動における問題点と対策
特になし

4. クラブや部に対する要望等
逆に主査に対する要望をお聞きしたい。

5. 今後の活動予定等の PR
上記①、②に含まれる。
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2016 -2017 年度メネット事業活動報告

メネット事業主査 島田京子（東京江東）

１. 今期の目標に対する活動状況
１）部内でのメネットの人数の把握 → 記念部会前にメールにて確認

２）減少し続けるメネットの今後の活動、その中での主査の選出方法、相互の連絡など、記

念部会のグループ別交流会において、不安や懸念の掃出し

３）メネット委員会において委員会規則の見直し、検討

４）国際プロジェクトの献金の行方についての報告

５) 「第 20 回東日本区ワイズメネットのつどい」準備

2. 主査の活動における問題点と対策
メネット会を有するクラブから主査を選出することに限界を感じる。

細々でも継続させるためにはメネットだけではなく、元メネットのメンバーや女性メンの

協力も仰ぐ必要があるので、メネット行事には積極的かつ小まめな連絡を強いられるが、会

長を通じてのメール発信、郵送になるとメネット会が無い、あるいはメネット活動がないク

ラブにおいては会長でストップしてしまう場合もあるようなので、これは改善していただき

たい。

今後はメネット活動に賛同していただけるグループ、個人にはメネット活動の説明、アピ

ールはしていく必要があるのではないかと思われるので、積極的に対処したい。

3. クラブや部に対する要望等
メネット発信の情報、連絡はメネット会の有る無しに関わらず、クラブメンバーすべてに

流していただきたい。

4. 今後の活動予定等の PR
１）2016 年 11 月 26 日（土）

「東日本区ワイズメネットのつどい」 ＹＭＣＡ東陽町センター

講師：武内陶子氏（アナウンサー）

２）2017 年 2月４、５日

東西日本区交流会 御殿場：東山荘

３）2017 年 6月３、4日

「第 20 回東日本区大会・メネットアワー」
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2016 -2017 年度 東京江東クラブ活動報告

会長 相川 達男

１．会長主題

「今一度足元を固めよう！そこからステップアップ！」

2 今期の目標に対する活動状況
今期の江東クラブの目標は、東京ＹＭＣＡ江東センターや地元地域を中心とした活動を今一

度見直し、地域に根付いた活動を活発にすることでした。既存の地域奉仕活動として、江東

ＹＭＣＡ幼稚園のプールの設置、解体ワーク、園庭の遊具、教室の壁の補修ワークを実施し、

幼稚園の保護者の方たちとも交流を増すことが出来ました。又、地元区民祭り参加企業のチ

ャリティー応援、江東センターのバザー応援として模擬店を出店し、クラブ総出で活動する

ことが出来ました。日頃、欠席がちなメンバーに他のメンバーが個別に声掛けしてくれ活気

ある活動をすることが出来ました。

3 クラブにおける問題点と対策

東京ＹＭＣＡ江東センターへの奉仕を通じて、幼稚園父兄との接点は有りますが、

ワイズへの理解を深めることに苦戦しており新入会者の獲得に至っていません。又、

江東ワイズとしてのクラブの方針等も時代の変化に即した物に随時対応していく体

制を検討する必要が生じてくるかもしれません。

4 YMCA との協働

1）YMCA 会員率の現状

おおよそ 75％の加入率。

2）YMCA との協働についての活動や方針

ワイズカップサッカー、これは当初ワイズが主体となって発足させた小学生、幼

稚園児対象の地元サッカー大会ですが、参加者 700 名と規模が大きくなり、現在

は運営をＹＭＣＡ江東センターのスタッフ、リーダーがになってくれています。

ワイズは、子供たちにお昼ごはんのトン汁を提供しＹＭＣＡ、リーダー、ワイズ

が一体となって活動しています。

5 その他（クラブ活動やファンド等の PR、関東東部に対する意見要望等）

特にありません。
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2016-2017 年度 千葉クラブ活動報告

会長 長尾 昌男

１．会長主題

「 みんなで、つなげよう 」

2 今期の目標に対する活動状況
(1) 新規会員の獲得 YMCA に関わりのある方を例会の卓話にお願い中

(2) 20 周年記念部会の参加 4名（１名：実行委員、3名：テャリティーラン準備後）

(3) 千葉 YMCA の活動サポート

① 熊本地震(阿蘇)復興支援 作業物資の送料支援、ボランティア派遣の交通費等の補

助

② チャリティーラン運営支援 事務局＆実行委員（長尾）、実行委員（徳永）

③ 秋のわいわいフェスティバル 谷津田カフェの出店（5 名参加）

(4) 次期ホストクラブとしての準備 部会 開催日：9／30(土) 開催場所：千葉市内を予

定

3. クラブにおける問題点と対策
＜問題点＞ 会員の高齢化

＜対策＞ ・若い会員の獲得 千葉 YMCA の常議員、千葉 YMCA リーダーＯＢへの近づき

・ランチ会（会員フォロー）夜の例会が無理な会員に、誕生日祝、結婚記念日祝を

4. YMCA との協働

1）YMCA 会員率の現状 １００％（１２名 担当主事は含まず）

2）YMCA との協働についての活動や方針
◎千葉 YMCA の活動やＰＲで、ワイズの出番と思える時に出動する。

① 千葉 YMCA インターナショナルチャリティーラン(10/15) ＜下の写真 左＞

「我がクラブが 2 チーム分をスポンサーし、ＳＯＮ･千葉の青年の出走を支援した」

② 千葉市少年自然の家 秋のわいわいフェスティバル(10/30) ＜下の写真 右＞

③ 市民クリスマス in 千葉(12/10) ④ 千葉市国際ふれあいフェスティバル(2/12)

⑤ 千葉市中央区役所玄関先の花壇管理(通年)

⑥ 船橋市立小中学校 障がい者理解体験教室(通年)

5. その他（クラブ活動やファンド等の PR、関東東部に対する意見要望等）
◎ 第 2 回 東西日本区交流会(2/4～2/5) ＤＢＣ締結予定（大阪高槻クラブと）

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

《チャリティーラン SON･千葉のランナーたち》 《秋わいの谷津田カフェ》
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2016-2017 年度 東京グリーン クラブ活動報告

会長 浅見 隆夫

１．会長主題

「 親睦なくして、奉仕はない 」

2 今期の目標に対する活動状況
概ね順調に推移している。

＊関東東部部会に 7名さんか

＊昌平小学校課外授業 神田川・日本橋川・小名木川歴史探訪

＊第 74 回神田川船の会 成功裏に無事故で終了

3 クラブにおける問題点と対策

＊現在会員数 17 名 内広義会員 1 名 やはり実働会員が 20 名

＊会員増強に邁進する

4 YMCA との協働

1）YMCA 会員率の現状

会員 17 名中 13 名 メネット 1 名が会員登録

2)ＹＭＣＡとの協働についての活動や方針

＊東陽町ＹＭＣＡ「夏祭り」 出店参加

＊グランチャ東雲「ふるさとチャリティ秋祭り」 参加

＊ＹＭＣＡ午餐会 参加

＊グランチャ東雲新スポーツ「アンダーゴルフ」開催

＊第 74 回「神田川船の会」後援

5 その他（クラブ活動やファンド等の PR、関東東部に対する意見要望等）
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2015-2016 年度 埼玉クラブ活動報告

会長 上松 寛茂

１．会長主題

「 着実に前進を 」

2 今期の目標に対する活動状況

YMCA のサポーター組織でありながらその機能を十分に果たしていない現状を踏まえ、いか

に貢献できるかの具体策を現在模索中。

3 クラブにおける問題点と対策

現有メンバー6 人（担当主事を除く）では活動自体が先細りになりかねず、何とか新しい

メンバーを増やすべく、当クラブの「心のふるさと歌声集会」参加者を中心に勧誘対策を練

っている最中。

4 YMCA との協働

1）YMCA 会員率の現状

クラブ員全員が YMCA の維持会員になっている。

2）YMCA との協働についての活動や方針

チャリティーラン、バザーなどできるだけ YACA の各種行事にクラブ員が参加し、交流す

ることに努力を傾けている。

5 その他（クラブ活動やファンド等の PR、関東東部に対する意見要望等）

会費削減のための方策を考えてほしい。
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2016-2017 年度 東京北クラブ活動報告

会長 辰馬 行男

１．会長主題

「 義務を果たし、実りあるワイズ活動を、そして楽しく 」

2 今期の目標に対する活動状況
1）会員増強～会員獲得の見込みがついていない。

2）例会、親睦を楽しく～例会の卓話は会員を中心に行った。清泉 YMCA 毎月 2名参加

7月卓話「熊本地震発生から今は」 山根一毅会員

8月「納涼例会」片山 啓 関東東部部長公式訪問 ビンゴゲームなど

9月卓話「YMCA キャンプについて」 神保伊和雄氏（東京むかでクラブ）

10 月卓話「ポルトガル・スペイン旅行 珍道中」 辰馬行男会員

11 月卓話「なんにもないから知恵がでる」 磯部成文会員

12 月「クリスマス例会」教会で礼拝 レストランでディナー

親睦～1月「浅草新春歌舞伎」鑑賞予定

3）興望館との協働～11月 13 日「興望館デー」参加 5月興望館で例会を

4）清泉 YMCA との協働～8 月東京 YMCA 夏まつり、9月チャリティーランの参加

10 月清泉祭の訪問、4月清泉 YMCA ガーデンパーティー

3 クラブにおける問題点と対策
1）クラブ会員の固定化が続いている。

2）地域奉仕活動が出来ていない。

対策）会員増強しかない。いつも同じことを提起していることが心苦しい。

4 YMCA との協働

1）YMCA 会員率の現状
東京北クラブの YMCA 会員率は 100％

2）YMCA との協働についての活動や方針
8 月 27 日（土）東京 YMCA 夏まつり 東京北クラブ 7 名、清泉 YMCA 7 名参加

9 月 22 日(木・祝)第 30 回記念チャリティラン 東京北クラブ 6 名､清泉 YMCA2 名参加

10 月 22 日（土）グランチヤ東雲秋祭り 東京北クラブ 2 名参加（東京グリークラブと協働）

東京 YMCA のブログラムに積極参加

8 月 27 日東京 YMCA 夏まつり 10月 22 日グランチヤ東雲秋祭り 10 月 27 日清泉祭訪問
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2016-2017 年度 所沢クラブ活動報告

会長 栗原 成晃

１．会長主題

「 次世代を担う若者と共に歩む 」

2 今期の目標に対する活動状況

山中湖ユースボランティアフォーラム慰問 2 名派遣

1月 成人式と、ユースボランティアフォーラムの報告会(予定)

3月 フィリピンワークキャンプの報告会(予定)

3 クラブにおける問題点と対策

例会等に参加できる人員が少ない。

会員数が少ない。

4 YMCA との協働

1）YMCA 会員率の現状
会員 5名

62.5 パーセント

2）YMCA との協働についての活動や方針
・チャリティーラン、フェスティバルへの参加

・小関メンによる特別支援教室支援

・狭山茶販売利益を支援金として献金

5 その他（クラブ活動やファンド等の PR、関東東部に対する意見要望等）
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2016-2017 年度 東京ひがしクラブ活動報告

会長 鮎澤 正和

１．会長主題

「 変化と継続 クラブ一丸！！ PART2 」

2 今期の目標に対する活動状況
「新入会員獲得１名以上」--- 未達成

「既存プログラムへの取り組みの強化」--- 東陽町センターを始め江東ＹＭＣＡ,グラン

チャ東雲のプログラムへの参加協力をクラ

ブ全体で取り組んでいる。

「ＹＭＣＡとの連携の強化」--- 2018 年問題と絡めてクラブ内で話し合って

いる

3 クラブにおける問題点と対策
「メンバーの高齢化」--- 現有メンバーでは対策の立て様がない。

「メンバー数の減少」--- 今期２名の休会者があったがその後は変化は

ない。

「2018 年問題」--- 先般ＹＭＣＡから一応の解決策が提示された

のでそれを基にクラブ内で話し合って行く。

4 YMCA との協働

1）YMCA 会員率の現状
ほぼ１００％

2）YMCA との協働についての活動や方針
東京 YMCA の夏祭り、クリスマスオープンハウス、陽春の集い、江東 YMCA バザー、しの

のめ子ども園まつり、グランチャ東雲秋まつり、グランチャカローリングカップ等に積

極的に関わっている。

これからも要請があれば「クラブ一丸」で協力して行きたい。

5 その他（クラブ活動やファンド等の PR、関東東部に対する意見要望等）
クラブのプログラムとして東京大空襲の被災者を慰霊する「ピースウォーク」を毎年３

月に行っているが、戦後 70 有余年も経つと参加者の高齢化が目立ってきている。しかし

この思いを風化させる訳にはいかないのでこれからも続けて行きたい。
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2016-2017 年度 川越クラブ活動報告

会長 吉野 勝三郎

１．会長主題

「 東日本区大会を成功させよう！ 」

2 今期の目標に対する活動状況
平成 28年 7月 30日（土）16：00～18：00
会場 ＹＭＣＡ川越センター 卓話者 佐々木 仁子先生 埼玉 YMCA 教育アドバイザー

平成２８年８月２６日（金）16：00～

会場 ＹＭＣＡ川越センター 埼玉 3クラブ合同例会と納涼会

卓話者 小谷全人総主事 「埼玉ＹＭＣＡの現状と課題」

平成２８年９月３０日（金）19：00～
会場 ＹＭＣＡ川越センター

今後の例会の日程と内容 東日本区定款変更の件 区大会準備状況の報告

平成２８年１０月１５日（土）12:00～13:00

会場 茨城ＹＭＣＡ 東日本区大会準備状況

3 クラブにおける問題点と対策
次期東日本区ホストクラブとしての準備

に埼玉３クラブが一丸となって大会の成功に

向かって歩んでいます。自クラブ活動の活性

化と会員増強が急務とは承知しながらも、次

期理事を出すクラブとしての準備等、理事の

みならず、書記・会計･理事事務局長などを限

られた会員で支えます。皆さんのご支援を心

からお願いします。

4 YMCA との協働

1）YMCA 会員率の現状
川越クラブの協力加盟者 １０人中９名 ９０％

2）YMCA との協働についての活動や方針
埼玉ＹＭＣＡ川越センターの責任者が、リーダー出身で、彼女が大学卒業後、タイ・

チェンマイＹＭＣＡで奉仕された際に、川越クラブで支援したことがある等から、友

好かつ建設的な関係にあります。

5 その他（クラブ活動やファンド等の PR、関東東部に対する意見要望等）
新入会員の発掘に苦労しています。
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2016-2017 年度 茨城クラブ活動報告

会長 稲本 修一

１．会長主題

「 ワイズを楽しもう。輪を広げよう。」

2 今期の目標に対する活動状況

会員増強は残念ながら進展無し

まつりつくばやチャリティゴルフの時にワイズの会員募集のチラシを配る

3 クラブにおける問題点と対策
例会出席率が６０％位、出席率向上のためには例会内容の充実と欠席者に

電話・メール等で親しい会員が呼びかけるようにしたい。

ＹＭＣＡとの協働事業をいくつか取り組んでいるのでこれ以上事業を拡大す

るのは難しいと思われる。

4 YMCA との協働
１）ＹＭＣＡ会員率の現状

43%

２）ＹＭＣＡとの協働についての活動や方針

ボランティアリーダーの研修派遣の支援

まつりつくばでの共同バザー

チャリティゴルフ大会実施（１２０名参加）ボランティア１１名

チャリティラン実施（３６チーム、約３００名参加）

震災支援バザー 年２回実施

5 その他（クラブ活動やファンド等の PR、関東東部に対する意見要望等）
来年１月より、地元産さつまいもファンド開始予定
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2016-2017 年度東京ベイサイドクラブ活動報告

会長 峯岸 友彦

１．会長主題

「焦らず細部まで確実に、楽しく全員で大胆に！ 」

2. 今期の目標に対する活動状況
第一目標：今期中にクラブ独自の CS 事業を 1 事業以上確立

→2016 年 11 月 5 日ゴミランを実施し 1 事業達成しました

第二目標：4 クラブ以上の例会訪問または合同例会実施

→江東ひがしベイサイド合同例会を実施し 2 クラブ達成しました

3. クラブにおける問題点と対策
1)クラブ内に委員会を設置し全員に役割を与え活動の効率化を図る

→各委員会（会員増強、CS、ファンド、マルシェ、広報）を設立しメンバーがいずれか

の委員会に所属するようにし役割を分担しました

2)クラブの活動内容がこども園保護者や地域に周知されていない

→地域で活動する際にビブスを着用しました

→東雲で行われた祭にてクラブ紹介チラシを配布しました

→こども園掲示板に各月のブリテンを掲示しました

4. YMCA との協働

1）YMCA 会員率の現状
18 人中 5人で 28%です

2）YMCA との協働についての活動や方針

方針
東京ベイサイドクラブのサポート先であるしののめこども園の

教職員、グランチャ東雲スタッフと祭りなどのイベントを通じ

て相互理解を深めよう

協働についての活動
1.協働のためのコンテンツ(祭り等)はあるのでワイズが率先して動かしていく

2.グランチャ東雲やこども園から出てワイズと活動を共にしていく

3.会員率を上げるため卓話者を例会に招き YMCA 理解を深める

5. その他（クラブ活動やファンド等の PR、関東東部に対する意見要望等）

『新春夢拾い』という名で年明け 1 回目のゴミ拾いを行います
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クラブ運営に関する事務手続きと今後の予定

関東東部 書記 稲本修一（茨城）

１．半年報提出の手続き

半年報は、会長の責任において会長または書記が記入し、期限厳守のうえ、各所属部の部長

宛に提出してください。

後期半年報： 2017年1月1日の会員数と異動報告：提出期限 1月10日 部長宛

2．東日本区 区費等の徴収
①区費等の送金は、東日本区からお送りする請求書に従い、所定の「払込取扱票」を必ず使用して、期限内に

送金してください。

②「払込取扱票」には、払込人の氏名だけでなく、必ずクラブ名もご記入ください。また、「通信欄」には必

ず払込金の明細をご記入ください。

項目 金額 納入期限

東日本区費 後期分 7,500 円 × 会員数（担当主事を除く） 2 月 15 日

東日本区費(担当主事分) 後期分 2,000 円 2 月 15 日

3．東日本区 各種献金の締切

送金方法は同上

項目 金額 納入期限

ASF 500 円以上 × 会員数 2 月 15 日

TOF 1,300 円以上 × 会員数 2 月 15 日

BF 2,000 円以上 × 会員数 2 月 15 日

YES 500 円以上 × 会員数 2 月 15 日

RBM 800 円以上 × 会員数 2 月 15 日

CS 1,250 円以上 × 会員数 2 月 15 日

FF 500 円以上 × 会員数 2 月 15 日

EF 任意（但し 100 ドル以上をお奨めします） 随時（最終 5 月 15 日）

JEF 任意（5,000 円以上） 随時（最終 5 月 15 日）

入会金 6,000 円（1 人につき） 会員異動報告書提出時

災害募金等 任意 都度指定

※「その他の東日本区への送金」は基本的には任意の献金ですが、できるだけ会員数（担当主事

を含む）に応じた献金をお願いします。目標達成表彰の基準となるクラブメンバー数（会員

数）は当年度 7 月 1 日付けの半年報の人数です。（担当主事、広義会員、功労会員を含む）

（連絡先）東日本区事務所 TEL&FAX：03-5367-6652 e-mail: yseast@ymcajapan.org

東日本区会計 吉田公代（川越クラブ） TEL 049-245-5490

４．今後の予定（まとめ）

・11/26（土）東日本区ワイズメネットのつどい（東陽町センター、10時30分～）

・1/10（火）半年報提出（部長宛て）

・2/ 4（土）、5（日）東西日本区ワイズ交流会（東山荘）

・2/15（水）後期区費、各種献金、BF 締切り（東日本区会計宛て）

・2/18（土）EMC シンポジウ （東京 YMCA 山手センター2 階）東新部主催

・3/５（土）、6（日）次期会長・部役員研修会（東山荘）

・4/16（土）第３回関東東部評議会及び部内クラブ役員研修会（東陽町センター）

・6/ 3（土）、4（日）第１９回東日本区大会（川越）
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ワイズメンズクラブ国際協会 東日本区

2016－2017 年度

第 2 回 関東東部評議会 協議提案書

第 1 号協議案

提案年月日 2016 年 11 月 19 日

提案者 上松 寛茂

役職 会長

協議案名 クラブ会費の削減策について

提案主旨 埼玉クラブはメンバーが 6 人しかおらず、新会員を増やすことで最大のネック

になっているのが 5 万円の会費問題である。これを半額以下にすることを目標に

対応を考える事態に来ていると思う。

それに加え、ワイズが発行する各種資料をもう少し削減し、費用を節約すべき

と判断している。これは一つの提案に過ぎないが、その他を含めてその方策を探

るべき時であると考える。

提案内容
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ワイズメンズクラブ国際協会 東日本区

2016－2017 年度

第 2 回 関東東部評議会 協議提案書

第 2 号協議案

提案年月日 2016 年 11 月 19 日

提案者 長尾 昌男

役職 関東東部次期部長

協議案名 次期関東東部役員（事業主査）選出の件

提案主旨 2017-2018 年度関東東部役員（事業主査）の選出について提案したい。

提案内容 2017-2018 年度関東東部役員（事業主査）の選出について、

以下の提案に対し協議を頂きたい。

事業主査 選出クラブ

地域奉仕 所沢クラブ

会員増強 東京ひがしクラブ

国際・交流 東京ベイサイドクラブ

ユース 茨城クラブ

メネット 調整中

----------------------------------------------------------------------------------------------------

＜ご参考＞

2017-2018 年度関東東部 予定役員（事業主査 以外）

部 長 長尾昌男（千葉クラブ）

直前部長 片山 啓（茨城クラブ）

次期部長 衣笠輝夫（埼玉クラブ）

書 記 青木一芳（千葉クラブ）

会 計 徳永浩一（千葉クラブ）
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ワイズメンズクラブ国際協会 東日本区

2016－2017 年度

第 2 回 関東東部評議会 協議案提案書

第 3 号協議案

提案年月日 2016 年 11 月 19 日

提案者 片山 啓

役職 関東東部部長

協議案名 東京ベイサイドクラブ CS 事業資金支援給付報告と CS 活動の紹介

提案主旨 東京ベイサイドクラブより新規事業「ミニチャリラン&ゴミラン」の申請があり、

CS 事業資金支援委員会で申請内容を精査し、本クラブへの支援金として金 50,000

円を関東東部より給付することを可決した。

ここに、その報告と同クラブから活動内容の説明をおこなうことで、関東東部内の

クラブによる活動としての共有理解を図りたい。

本事業の概要：

しののめ YMCA こども園の在園児、卒園児、保護者、教職員及びワイズが参加し 1

チーム 6 名（第一走者は女性）で 1 人 1.3km を走るチャリティランの縮小版。会場

は東雲近隣の公園に許可申請をし実施。その後、会場からこども園までの道中を複

数ルートに分かれゴミ拾いをしながら帰園する。帰園後は豚汁などを振る舞い、労

をねぎらいながらの懇親の場とする。児童への環境保護教育と地域の美化に貢献す

るものである。

提案内容 申請クラブである東京ベイサイドクラブより、新規事業「ミニチャリラン&ゴミラン」

の活動報告を受け、今後の活動を関東東部全体での支援を提案する。
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ワイズメンズクラブ国際協会 東日本区

2016－2017 年度

第 2 回 関東東部評議会 協議案提案書

第 4 号協議案

提案年月日 2016 年 11 月 19 日

提案者 片山 啓

役職 関東東部部長

協議案名 宅話者リストについて

提案主旨 クラブ訪問中に、卓話者の選定で苦労しているという意見が複数あった。このため 9 月

に、メールにて部内で卓話奉仕者の募集を行なった。応募者は少なかったものの、

他の部との協調も有効だと考えている。

提案内容 本会議において、本件に対する意見を聞きながら、今後の部内外の協調のニーズを確認

し、活動の方向性について考えていきたい。
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ワイズメンズクラブ国際協会 東日本区

2016－2017 年度

第 2 回 関東東部評議会 議案書

第１号議案

議案名 2016-2017 年度関東東部書記交代の件

提案主旨 2016-2017 年度 関東東部の書記として稲本修一ワイズに担当して頂いたが、ご家

族の事情等もあり、今後の評議会への参加が困難となった。

提案内容 書記を稲本修一（茨城クラブ）から、土谷明男（茨城クラブ）への交代について承

認をして頂きたい。

提案年月日 2016 年 11 月 19 日

提案者 片山 啓

役職 関東東部部長
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ワイズメンズクラブ国際協会 東日本区

2016－2017 年度

第 2 回 関東東部評議会 議案提案書

第 2 号議案

提案年月日 2016 年 11 月 19 日

提案者 長尾 昌男

役職 関東東部次期部長

議案名 次々期関東東部部長選任の件

提案主旨 Ｂグループ（埼玉クラブ、所沢クラブ、川越クラブ）より選出のあった

埼玉クラブ 衣笠輝夫氏を、2017-2018 年度次期関東東部部長に選任したい。

提案内容 2017-2018 年度次期関東東部部長に、衣笠輝夫氏の承認をお願い致します。
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ワイズメンズクラブ国際協会 東日本区

2016－2017 年度

第 2 回 関東東部評議会 議案提案書

第 3 号議案

提案年月日 2016 年 11 月 19 日

提案者 片山 啓

役職 関東東部部長

議案名 関東東部のメーリングリストの運用開始に関して

提案主旨 本年度の部長方針に準じて、既に会員全員にご連絡のとおり、関東東部の会員メ

ーリングリスト（ｋ yscom）の運用を開始したい。

会員のメールアドレスは、ロースターを中心に整理しているもの、そのデータの

管理・運用に関して、多数のクラブから不安や疑問の声があったことから、本評

議会において、改めて趣旨と手法について説明し、承認を頂いた上で運用を開始

したい。

提案内容 関東東部の会員メーリングリスト（ｋ yscom）の運用開始の承諾を頂きたい。
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添付資料
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2016-2017 年度 東日本区役員および委員長等一覧

役 職 名 氏 名 クラブ名

東
日
本
区
役
員

常
任
役
員

理事 利根川 恵子 川越

次期理事 栗本 治郎 熱海

直前理事 渡辺 隆 甲府

書記 山本 剛史郎 川越

会計 吉田 公代 川越

事
業
主
任

地域奉仕事業主任 加藤 博 熱海グローリー

会員増強事業主任 菊地 弘生 仙台青葉城

国際・交流事業主任 太田 勝人 東京世田谷

ユース事業主任 大久保 知宏 宇都宮

部
長

北海道部部長 山本 雅之 十勝

北東部部長 長岡 正彦 もりおか

関東東部部長 片山 啓 茨城

東新部部長 細川 剛 東京

あずさ部部長 浅羽 俊一郎 東京山手

湘南・沖縄部部長 若木 一美 横浜とつか

富士山部部長 増田 隆 富士

監事
監事 駒田 勝彦 甲府２１

監事 久保田 貞視 東京八王子

委
員
長

常
置
委
員
会

文献・組織検討委員会委員長 宮内 友弥 東京武蔵野多摩

LT 委員会委員長 伊藤 幾夫 東京コスモス

東日本区ワイズ基金運営委員会委員長 村杉 克己 東京北

東日本区奈良傳賞選考委員会委員長 利根川 恵子 川越

東日本区事務所人事委員会委員長 栗本 治郎 熱海

事
業
委
員
会

地域奉仕事業委員会委員長 加藤 博 熱海グローリー

ＥＭＣ事業委員会委員長 菊地 弘生 仙台青葉城

国際・交流事業委員会委員長 太田 勝人 東京世田谷

ユース事業委員会委員長 大久保 知宏 宇都宮

メネット委員会委員長 相磯 優子 沼津

特別

委員会

東日本大震災支援対策本部本部長 利根川 恵子 川越

東日本区定款改訂委員会委員長 辻 剛 横浜つづき

専任委員等

ヒストリアン 仙洞田 安宏 甲府

ＩＴアドバイザー 大久保 知宏 宇都宮

トラベルコーディネーター 長澤 山泰 東京

広報・伝達（ＰＲ）選任委員 吉野 勝三郎 川越

理事事務局 理事事務局長 吉野 勝三郎 川越

東日本区

事務所

東日本区事務所長 利根川 恵子 川越

東日本区事務所職員 小山 憲彦 東京サンライズ

連絡主事 光永 尚生 三島

次期書記 大川 貴久 熱海
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関東東部部則

第１章 総 則
第１条 名 称

この組織は、ワイズメンズクラブ国際協会（以下国際協会と称する）東日本区関東東

部（以下「部」と称する）と称する。

第２条 目 的

第１項 この部則は、関東東部所属の各クラブが一層の活性化と発展をしていく為、部の

組織及び運営について定めたものである。

第２項 この部則に定めのない事項については、国際憲法、東日本区定款の定めるところ

による他、従来の慣習を参考にし検討することにする。

第３条 改 訂

この部則の改訂は、部評議会の議決による。

第２章 組 織
第４条 部の構成

部は、国際協会に所属するワイズメンズクラブをもって構成される。

第５条 部の役員

部役員の構成は、部長、次期部長、直前部長、書記、会計及び事業主査とする。但し、部長が必要と認め

る場合は、部評議会の承認を得て新たに役員を設けることができる。

第６条 次々期部長、部書記、部会計、事業主査、部選出代議員の選出

第１項 次々期部長の選出

次々期部長の選出は、Ａ、Ｂ、Ｃのグループの輪番制で、各グループの推薦を受け、部長就任一年以

内に開かれる部評議会において次々期部長を決定する。なお、次々期部長として立候補または推薦が

あった場合は、現部長と次期部長とが協議し部評議会に諮り決定する。

第２項 部書記、部会計及び事業主査の選出

次々期部長が次期部長になった後、次期の部書記、会計及び事業主査を指名し、部評議会の承認を得

て就任する。

第３項 部選出代議員は、部長及び直前部長が評議会の承認を得て就任する。

第７条 部役員の任期

部役員の任期は、毎年７月１日から翌年の６月３０日迄とする。

第８条 部役員の任務

第１項 部長の任務

(A）部長は、部の運営責任者であり部書記、部会計及び部事業主査を任命し、理事及び事業主任と連絡

を密にし、部の一般行政及び財政を執行する。

(B)部長は、部で行う諸事業について各事業主査に協力し、適切な指導をする。

(C)部長は、その任期中少なくとも１回は、部内の各クラブの例会や役員会に出席して、その実態を把

握し、活動を励まし助言を与える。

(D)部長は、部内の親睦、情報の交換、クラブ会長の研修などの成果を上げることを目的として、部会、

研修会を各々年１回以上、部評議会を年２回以上開催し、議長を務める。

(E)部長は、部内に新しいクラブを誕生させるため、スポンサーとなるべきクラブを励まし、部の発展

に寄与する。

第２項 部書記の任務

(A)部評議会、部役員会等の議事録をとり、印刷し、各構成メンバーに配布する。

(B)部内の理解を深める為にも、東日本区並びに部内の情報等をまとめ、年２回以上部報を発行し、部

内メンバーに配布する。

(C)部として必要な文書を常に整備保管しこれを年度末に次期部書記に引き継ぐ。

第３項 部会計の任務

(A)部の収支予算を編成し、部評議会の承認を得る。

(B)部経常会計の全般を統括し、整備記帳する。

(C)会計年度（毎年７月１日から翌年６月３０日迄）終了後、会計報告を作成し、その次の部評議

会で承認を得る。

(D)次期部長の予算編成に協力する。
第4 項 次期部長、直前部長の任務

ともに部長を補佐し、必要とされる時は部長の任務を代行する。
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第９条 事業主査の選出と任務

第１項 各事業主査は、部役員会が必要とする事業部門ごとに部長が任命し、部評議会の承認を経て就任する。

第２項 各事業部門の活動は事業主査の指導により推進される。

第３項 第１項、第２項に定める事業部門については別に定める。

第１０条 担当主事

クラブの担当主事は部会、評議会及びその他会合に随時陪席することができる。

第３章 運 営
第１１条 部評議会

第１項 部評議会は部内の最高議決機関であり、部長の召集により毎年２回以上開催する。

第２項 部評議会は、部長、次期部長、直前部長、部書記、部会計、クラブ役員（会長、副会長１名、書記１

名、会計１名）、及び事業主査をもって構成し、部長は議長の任にあたる。

第３項 部評議会は構成メンバーの半数以上（委任状を含む）の出席をもって成立する。

又、議決は出席者の過半数をもって決し、賛否同数の場合は議長が議決に加わる。

第４項 クラブ代表の議決権は、会長・副会長・書記・会計の各１名とし、委任状も同様

とする。

第５項 部評議会の議決を要する事項は次のとおりである。

イ. 部則の改訂、諸規定及び特別委員会の設置・変更・廃止。

ロ. 次々期部長の選出、並びに部長の指名した部事業主査、部書記、部会計の承認。

ハ. 特別委員会委員長及び委員の承認。

ニ. 部事業計画、及び部費、部会負担金など部収支予算の決定並びに変更。

ホ. 部事業報告及び部収支決算書の承認。

へ. 役員会その他の協議機関からの答申に基づく審議承認。

ト. その他、部長又は評議会が必要と認める事項。

第６項 部の書記、会計、事業主査及び特別委員会委員長は部評議会に出席し、議長の指名により報告及び答

弁を行う義務を負う。

第１２条 役員会

第１項 役員会は部長が必要と認める時にその都度召集し、部の運営について審議する。

第２項 役員会の審議結果は次の部評議会に報告し、承認を得る。

第１３条 特別委員会

第１項 委員長によって委員会は召集され、委員長が議長となり審議を行う。

第２項 特別委員会の審議結果は次の部評議会に報告し、承認を得る。

第１４条 部 会

第１項 部会は部長の召集により、部所属メンバーの研鑽と親睦を目的として年１回開催する。

第２項 部会のホストクラブは部会準備委員会を設け、部長の指導のもと協議を重ね、部会開催のすべてを運

営する。

第３項 ホストクラブは、部所属メンバー全員が均等に負担する部会補助費及び部会出席者の参加費をもって

部会の一切を賄い、部会終了直後の部評議会において会計報告を行う。

第１５条 公式訪問

第１項 部長が各クラブを公式訪問するときは、クラブ会長へ事前に訪問の日程及び目的を示して行う。

第２項 公式訪問に際しては、原則として役員が随行する。

第４章 会 計
第１６条 会計年度

会計年度は毎年７月１日に始り、翌年６月３０日に終わる。

第１７条 財 政

部の財政は、部所属各クラブが人数割り負担する部費、及び東日本区よりの助成金によって賄われる。

第１８条 予 算

部の収支予算は部会計が編成し、年度初めの部評議会に提出し承認を得る。

第１９条 収支決算の承認

収支決算報告書は、会計年度終了後ただちに作成し、その次の部評議会（新年度第１回目の評議会）にて

承認を得る。なお会計監査は、直前部長が行うこととする。

第２０条 収支決算報告書

部評議会に於いて承認された部の収支決算は、次年度部報第１報に掲載することをもって部所属メンバーへの

報告とする。
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第５章 細 則
第２１条 細 則

部の組織、運営について、この部則に定めのない場合は、細則を設けることができる。

１９９７年７月１日制定施行

２００２年１１月１０日改訂

２００３年７月１日改訂施行

2015 年 11 月 14 日改訂施行

関東東部施行細則

１. 総 則

（１） この細則は、部則を一層適正に運用するために定めるものである。

（２） この細則の改訂は、部評議会の議決による。

２. 次々期部長の選出

（１）従来輪番制であった部長の選出を、グループ制に移行し順次選出する。ただし、立候補または推薦があった

場合は、評議会にて承認された者を選出する。

（２）グループ分けは、以下の３グループとする。

Ａグループ：千葉、東京グリーン、東京北

Ｂグループ：埼玉、所沢、川越

Ｃグループ：東京江東、東京ひがし、茨城、東京ベイサイド

３. 部 費

（１） 部費はメンバー１名につき年額２，０００円とする。

（２） 部費は８月３１日迄に部会計に納入、又は部会計が指定する部口座に振り込む。

４. 部会補助費

（１） 部会補助費はメンバー１名につき年額１，０００円とする。

（２） 部会補助費は８月３１日迄に部会計に納入、又は部会計が指定する口座に振り込む。

５. 事業部門

（１） 部則第９条第３項の定めによる事業部門は次の通りとし、各事業部門において事業主査をもつ。

１）地域奉仕事業主査

（担当事業・ＹＭＣＡサービス／ＣＳ／ＡＳＦ）

２）会員増強事業主査

（担当事業・ＥＭＣ／ＰＲ）

３）国際・交流事業主査

（担当事業・ＢＦ／ＥＦ／ＩＢＣ／ＤＢＣ／ＴＯＦ）

４）ユース事業主査

（担当事業・ＹＥＥＰ／ＳＴＥＰ／ＹＩＡ）

５）メネット事業主査

６）東日本区ワイズ基金（ＪＥＦ）の呼びかけについては部長直轄とする。

１９９７年７月１日制定施行

２００２年１１月１０日改訂

２００３年７月１日改訂施行

２００３年１１月１５日改訂

２００４年７月１日改訂施行

２０１５年7月25日改訂施行

2015 年 11 月 14 日改訂施行
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関東東部ＣＳ事業資金管理・運用 規 定

部内各クラブから、部会計へ納付されるＣＳ献金(会員 1 名あたり 1,250 円)は、

次の規定によって管理・運営する。

１．部内各クラブから納付されるＣＳ献金を原資として、「関東東部ＣＳ事業資金

管理運用委員会」を組織し、それは部長、部書記、部会計、地域奉仕事業主査

で構成する。

２．部内の各クラブが、単独あるいは共同で行うＣＳ事業に関して、その事業費の

援助申請が出たとき「関東東部ＣＳ事業資金管理運用委員会」に諮って、援助

が望ましいと判断されたときに支給する。

３．資金援助を希望するクラブは、ＣＳ事業資金援助申請書に替えて、事業計画書

を部長に提出する。計画書には、①事業名称とその内容 ②実施予定日 ③予

算案（総額）を明示する。

４．支給の決定にあたっては、事業内容の他に、そのクラブが区や部に対して最小

限の義務を果たしているかを、判断基準の一つとする。

５．ＣＳ事業援助金支給の基準は、新規事業は上限 50,000 円、継続事業は 2 年間

を限度として上限 30,000円とし、当年度ＣＳ献金総額を超えない範囲で支給する。

６．支給を受けた事業に関しては、実施後直ちに詳細を部長に報告しなければなら

ない。その事業が長期にわたる場合は、年度末に中間報告として部長に報告し

なければならない。

７．部が支給を決定した事業は、直ちに全てのクラブに発表し、その事業に対して

できるだけ多くのクラブが協力するよう心掛けるものとする。

８．ＣＳ事業資金は、一般会計とは別に管理し、残額が出た場合は次期に繰り越す

こととする。（原則として他の資金に流用してはならない）

９．この規定は、2010 年 7 月 17 日の第 1 回関東東部評議会の議を経て制定され施

行する。

1997 年 7 月 20 日 制定施行

2010 年 7 月 17 日 改訂施行
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